
 

平成24年度 シラバス 
学年・期間・区分 ５年次 ・ 通年 ・ A群 

対象学科・専攻 機械，電気電子，電子制御，情報，土木工学科  

韓 国 語 Ⅱ 

（Korean Language Ⅱ） 

担当教員 鄭 潤在（Jung , yunjae） 

教員室 学生共通棟１階 非常勤講師控室（TEL：42-2167） 

E-Mail alicebridal@yahoo.co.jp 

教育形態／単位の種別／単位数 講義 ／ 学修単位〔講義Ⅰ〕／ ２単位 

週あたりの学習時間と回数 〔授業（100分）＋自学自習（80分）〕×30回 

〔本科目の目標〕 高級な韓国語の勉強に繋げるための初級、中級 levelの語彙、会話能力を取得、及び文化の理解を深めていく。

言葉と共に現地人の考え、習慣、風習などの文化を理解しようとする努力が必要であることを理解し、取得に取り組むこと。 

〔本科目の位置付け〕 5年次の教養科目である。韓国語の文字、中級 levelの会話能力を修得することを前提とする。 

〔学習上の留意点〕 実際、使える会話中心の学習になるので積極的に授業に取り組む姿勢を求める。韓国語・韓国文化に関する

小レポートでさらに韓国と韓国語への理解を高めること。なお，本科目は学修単位〔講義Ⅰ〕科目であるため，指示内容について

80分程度の自学自習（予習・復習）が必要である． 

〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時限数 授業項目に対する達成目標 予習の内容 

 

1. オリエンテーション 

 

 

2.ハングルのまとめ 

 

3. 합니다体（１） 

 

4. 합니다体（２） 

 

5. 합니다体の否定形（１） 

 

6. 합니다体の否定形（２） 

 

7. 해요体（１） 

 

 

8.   ―中間試験― 

 

 

9. 해요体（２） 

 

10. 해요体の否定形（１） 

 

11. 해요体の否定形（２） 

 

12. 過去形 

 

13. 過去否定形（１） 

 

14. 過去形の否定形（２） 

 

15. 進行形  

 

 

―期末試験― 

 

―答案返却・解説― 
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□ ハングルの基本子音、母音、二重母音を理解し、文字

の組み立てができる。 

 

□ 発音の変化を理解し、文章の中の発音がうまくできる。 

 

□ かしこまった言い方である합니다体が活用できる。 

 

□ 합니다体の作り方や活用法が理解できる。 

 

□ 합니다体の否定形の作り方や表現ができる。 

 

□ 場面に合う否定形の使い方が理解できる。 

 

□ 해요体の作り方や活用法が理解できる。 

 

 

授業項目1～7について達成度を確認する。 

 

 

□ うちとけた言い方である해요体の表現ができる。 

 

□ 해요体の否定形の作り方や表現ができる。 

 

□ 해요体の場面に合う否定形の使い方や会話ができる。 

 

□ 합니다体、해요体の過去形の作り方や表現ができる。 

 

□ 합니다体、해요体の過去否定形の作り方ができる。 

 

□ 否定形と共に頻度・程度を表す表現ができる。 

 

□ 動詞の進行形の作り方や活用法が理解できる。 

 

 

授業項目9～15について達成度を確認する。 

 

試験において間違った部分を理解できる。 

 

 

左記項目について、教科書の

関連する箇所等を読み、事前

に調べておく 

  ＞＞＞ 次頁へつづく ＞＞＞  

 



 

〔授業の内容〕 

授 業 項 目 時限数 授業項目に対する達成目標 予習の内容 

  ＞＞＞ 前頁からのつづき ＞＞＞  

 

16. 数詞と助数詞 

 

17. 漢数詞と固有数詞 

 

 

18. 可能・不可能の表現 

 

19. 願望の表現 

 

20. 接続語尾（１） 

 

 

21. ～て、～だが等の表現 

 

22. 接続語尾（２） 

 

 

23. ―中間試験― 

 

 

24. 接続語尾（３） 

 

 

25. 接続語尾（４） 

 

26. 義務、当然の表現 

 

 

27. 動詞の連用形 

 

28. 敬語 

 

29. バンマル（駄目語） 

 

30. 自由会話 

 

 

―期末試験― 

 

―答案返却・解説― 
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□ 漢数詞を使った表現ができる。 

 

□ 固有数詞と漢数詞の使い分けと数字が文章中で活用

ができる。 

 

□ 動詞の可能、不可能の表現ができる。 

 

□ ～したい、してみたいなどの願望の表現ができる。 

 

□ 文章の構造を理解し、短文２つ以上を繋げて表現する

ことができる。 

 

□ 順接、逆接の表現ができる。 

 

□ 文章を繋げて好みの表現等ができる。 

 

 

授業項目16～22について達成度を確認する。 

 

 

□ 韓国語で ～て、くて、のでなどの原因による結果の表

現ができる。 

 

□ 理由、前提動作の表現ができる。 

 

□ ～しなければならない、～べきだ、～てもよいの韓国

語の表現ができる。 

 

□ 動詞２つ以上を繋げて言う表現ができる。 

 

□ 目上の人に対して使う表現ができる。 

 

□ 歳の近い人同士で使う表現ができる。 

 

□ ２人で１つのグループを組んで主題を決めて自由会話

ができる。 

 

授業項目24～30について達成度を確認する。 

 

試験において間違った部分を理解できる。 

 

 

左記項目について、教科書の

関連する箇所等を読み、事前

に調べておく 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〔教科書〕 『韓国語の初歩』 金 三順 、金 天鶴 、吉川 友丈 著、 白水社 

〔参考書・補助教材〕 適宣プリントを配布する 

〔成績評価の基準〕 中間および期末試験の成績（80%）+ レポート成績（10%）＋ 授業態度（10%） 

〔本科（準学士課程）の学習・教育目標との関連〕 2－c，4－b 

〔教育プログラムの学習・教育目標との関連〕 2－3，4－3 

〔JABEEとの関連〕 (a) ，（f） 

Memo  

 

 

 

 

 


